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本
年
１
月
10
日
、
新
生
「
本
庄
市
」
が

誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
私
は
初
代
市
長
と

し
て
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て

お
り
、
日
々
心
を
新
た
に
、
身
を
挺て

い

し
て

職
務
に
望
む
覚
悟
で
す
。

　

新
市
に
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、「
行
財

政
改
革
の
積
極
的
な
推
進
」
で
あ
り
、「
選

択
と
集
中
」
に
よ
る
効
率
的
な
行
政
経
営

で
す
。
様
々
な
物
的
・
人
的
資
源
が
内
在

す
る
本
庄
市
は
、「
潜
在
的
総
合
力
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
」
で
あ
り
、
行
財
政
改

革
と
合
わ
せ
、
地
域
の
潜
在
力
を
最
大
限

に
活
か
す
こ
と
に
よ
り
、「
吸
引
力
の
あ

る
自
立
都
市
」
へ
と
甦

よ
み
が
え

ら
せ
る
こ
と
が
、

私
の
考
え
る
新
市
の
将
来
展
望
で
す
。

　

合
併
協
議
の
中
で
ま
と
め
ら
れ
た
「
新

吉
田
信
解
本
庄
市
長
は
、
３
月
１
日
に
開
会
し
た
平
成
18
年
本
庄
市
議
会
第

１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
18
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
と

主
な
施
策
を
説
明
し
ま
し
た
。
本
年
１
月
10
日
に
新
「
本
庄
市
」
が
誕
生
し
、

「
新
市
建
設
計
画
」
を
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と
し
て
推
進
し
、
本
庄

市
を
「
行
き
た
く
な
る
、
働
き
た
く
な
る
、
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
に
し
て

い
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。（
以
下
要
旨
）

市
建
設
計
画
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と

位
置
づ
け
、
私
が
掲
げ
た
４
つ
の
公
約
で

あ
る
「
産
業
の
活
性
化
」「
教
育
の
充
実
」

「
安
全
・
安
心
・
快
適
の
ま
ち
づ
く
り
」「
市

民
本
位
の
行
政
」
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
庄

市
を
「
行
き
た
く
な
る
、
働
き
た
く
な
る
、

住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
の
行
政
推
進
の
基
本
は
「
市
民
と
の

対
話
」
で
す
。
行
政
か
ら
の
情
報
提
供
を

図
り
、
本
庄
市
の
置
か
れ
た
状
況
を
市
民

の
皆
様
に
充
分
ご
理
解
い
た
だ
き
つ
つ
、

積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
経
済
情
勢
は
穏
や
か
な
回
復
を

続
け
る
と
の
見
通
し
も
あ
り
ま
す
が
、
決

し
て
安
定
し
た
状
況
で
は
な
く
、
平
成
16

年
度
よ
り
取
り
組
ま
れ
て
い
る
国
と
地
方

の
税
財
政
改
革
で
あ
る
「
三
位
一
体
の
改

革
」
も
、
平
成
18
年
度
が
一
つ
の
節
目
と

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、

本
市
に
お
い
て
も
、
簡
素
で
効
率
的
な
行

政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
必
要
で
す
。

　

平
成
18
年
度
の
予
算
編
成
は
、
こ
う
し

た
現
状
を
踏
ま
え
、
財
政
の
健
全
性
の
確

保
に
留
意
し
、
個
性
と
工
夫
に
満
ち
た
魅

力
あ
る
新
し
い
都
市
の
形
成
、
資
源
循
環

型
社
会
の
構
築
、
安
全
で
安
心
で
き
る
社

会
の
確
立
、
少
子
化
対
策
等
へ
の
取
り
組

み
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
推

進
し
、
地
域
再
生
に
視
点
を
お
き
、
合
併

協
議
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
協

議
い
た
だ
い
た
内
容
を
も
と
に
編
成
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
規
模
は
一
般
・
特
別
・

企
業
会
計
あ
わ
せ
て
、
４
４
７
億
７
、５

８
７
万
円
と
な
り
ま
す
。（
Ｐ
⑥
⑦
参
照
）

　

以
下
、
新
市
建
設
計
画
の
基
本
目
標
の

体
系
に
沿
っ
て
、
主
な
施
策
を
説
明
い
た

し
ま
す
。 

　

誰
も
が
確
か
な
生
き
が
い
を
持
ち
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
保
健
、
医
療
、

福
祉
の
充
実
に
努
め
ま
す
。 

　

ま
ず
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
を
預
け
た
い
人
、
預
か
り
た
い
人
の

調
整
を
行
う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
運

営
事
業
」
や
子
育
て
情
報
の
交
換
・
相
談

の
場
と
し
て
「
つ
ど
い
の
広
場
」
の
開
催

の
ほ
か
、
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成
な

ど
、
放
課
後
児
童
の
健
全
育
成
も
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
種

健
康
診
査
の
受
診
率
の
向
上
お
よ
び
基
本

吉田市長

市
政
運
営
の

　
　

基
本
的
な
考
え
方

主
な
施
策
の
説
明

①
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
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健
康
診
査
の
充
実
を
図
り
、
市
民
自
ら
が

健
康
を
守
り
、
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
在
宅
当

番
医
制
、
休
日
急
患
診
療
所
、
年
末
年
始

休
日
歯
科
診
療
業
務
、
病
院
群
輪
番
制
病

院
に
よ
る
二
次
救
急
診
療
事
業
な
ど
、
そ

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険

法
の
改
正
に
伴
い
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
を
は
じ
め
、
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
事
業
、
高
齢

者
敬
老
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月

に
施
行
さ
れ
る
障
害
者
自
立
支
援
法
の
趣

旨
に
よ
り
、
さ
ら
に
き
め
細
か
な
対
応
を

図
っ
て
い
く
ほ
か
、「
障
害
者
計
画
」
を

策
定
し
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

と
も
に
生
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

消
費
者
保
護
対
策
に
つ
い
て
は
、
悪
質

商
法
か
ら
消

費
者
を
守
る

た
め
、「
消

費
生
活
相
談

員
」
を
本
庁

舎
と
児
玉
総

合
支
所
に
配

置
し
、
ト
ラ

ブ
ル
の
防

止
、
解
決
を

図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

恵
ま
れ
た
自

然
環
境
な
ど
の

貴
重
な
資
源
を

保
全
し
、
環
境

と
調
和
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
す

す
め
、
市
民
の

暮
ら
し
を
守
る

事
業
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。 

　

ま
ず
、
上
水

道
事
業
に
つ
い

て
は
、
配
水
管
の
布
設
・
浄
水
場
の
施
設

改
良
・
管
路
の
近
代
化
を
計
画
的
に
実
施

し
、
安
全
で
低
廉
な
水
を
安
定
的
に
供
給

し
て
い
き
ま
す
。 

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業

認
可
区
域
内
の
汚
水
・
雨
水
枝
線
築
造
工

事
を
継
続
し
て
実
施
し
、
農
業
集
落
排
水

築
造
事
業
は
、「
滝
瀬
・
堀
田
地
区
」
の

管
路
埋
設
工
事
及
び
処
理
施
設
の
実
施
設

計
を
行
い
ま
す
。

　

公
園
緑
地
整
備
に
つ
い
て
は
、
安
全
で

快
適
な
公
園
緑
地
の
整
備
と
住
環
境
の
充

実
を
図
る
た
め
、
朝
日
町
土
地
区
画
整
理

事
業
地
内
の
１
号
公
園
を
は
じ
め
と
す
る

公
園
整
備
や
、
児
玉
町
児
玉
の
清
水
の
池

の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

　

環
境
負
荷
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、「
環

境
と
調
和
し
た
ま
ち
」の
建
設
に
向
け
て
、

児
玉
総
合
支
所
へ
も
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

の
認
証
取
得
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
計

画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
情

報
伝
達
手
段
と
し
て
防
災
行
政
無
線
を

全
市
に
３
か
年
計
画
で
整
備
し
て
い
く
ほ

か
、
消
防
団
の
消
防
ポ
ン
プ
車
の
購
入
な

ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、「
本
庄
市
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
基
本
方
針
」
に

基
づ
き
、
市
民
の
皆
様
等
と
連
携
し
な
が

ら
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

　
「
21
世
紀
を
担
う
た
く
ま
し
く
心
豊
か

な
人
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
学
校
教
育

や
生
涯
学
習
等
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
英
語

指
導
助
手
の
配
置
、
社
会
体
験
チ
ャ
レ
ン

ジ
な
ど
を
通
し
て
国
際
化
、
情
報
化
等
に

対
応
す
る
教
育
を
推
進
し
、
豊
か
な
心
と

生
き
る
力
を
身
に
つ
け
た
児
童
生
徒
を
育

成
し
ま
す
。

　

学
校
の
施
設
整
備
で
は
、
本
庄
西
小
学

校
の
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
と
外
壁
補
修

工
事
等
の
ほ
か
、
老
朽
化
し
た
児
玉
中
学

校
の
建
替
え
に
向
け
、
校
舎
・
体
育
館
・

プ
ー
ル
の
基
本
設
計
及
び
実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
庄
上
里
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
替
え
に
つ
い
て
は
、
基
本
設
計
を
行

い
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
多
様

化
・
専
門
化
す
る
生
涯
学
習
の
要
望
に
応

え
る
た
め
、
生
涯
学
習
推
進
大
会
や
各
種

市
民
講
座
、
専
門
講
座
を
開
催
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た

め
、「
子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
ス
ク
ー

ル
」
な
ど
の
開
催
や
、
家
庭
・
学
校
・
地

域
・
行
政
が
連
携
し
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、

体
験
活
動
を
通
じ
、
地
域
の
教
育
力
を
活

性
化
さ
せ
、
夢
と
生
き
る
力
を
持
っ
た
子

ど
も
を
育
て
る
各
種
事
業
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

史
跡
・
文
化
財
の
保
全
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
生
ん
だ
歴
史
上
の
偉
人
、
塙
保
己

一
先
生
の
業
績
や
市
内
に
点
在
す
る
文
化

財
を
地
域
の
共
有
の
財
産
と
し
て
、
保
全

や
収
蔵
、展
示
等
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
有
効
利
用
の
一

層
の
促
進
、ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
団
体
へ
の
支
援
や
早
稲
田
の
杜
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど

を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成

20
年
に
開
催
予

定
の
全
国
高
等

学
校
体
育
大
会

（
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
）
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
の
開
催
に

向
け
て
体
制
を

整
備
し
て
い
き

ま
す
。

②
人
に
や
さ
し
い
、
環
境
と
調

和
し
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り

③
地
域
を
担
い
、
明
日
を
拓ひ

ら

く

人
づ
く
り


